
大
袋
白
髭
神
社
本
殿
は
、
室
町
時
代
の
永え

い

禄ろ
く

年
間
（
一
五
五
八

〜
一
五
七
〇
）
の
創
建
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

本
殿
は
覆

お
お
い

屋や

内
の
切き

り

石い
し

積つ
み

基き

壇だ
ん

上
に
立
つ
、
一い

っ

間け
ん

社し
ゃ

の
入い

り

母も

屋や

造
づ
く
り

で
す
。
屋
根
は
木き

瓦
が
わ
ら

葺ぶ
き

で
、
千
鳥
破
風
と
軒
唐
破
風
を
付

け
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末
期
に
流
行
し
た
江
戸
彫
り
を
多
用
す

る
本
殿
の
一
つ
で
す
が
、
入
母
屋
造
は
珍
し
く
、
架
構
（
木
組

み
）
・
彫
刻
は
き
わ
め
て
密
度
が
高
く
、
質
も
い
い
建
築
で
す
。

特
に
目
立
つ
の
は
、
身も

舎や

の
正
面
扉
を
含
め
た
壁
面
と
脇
障
子

の
彫
刻
で
す
。
正
面
の
桟
唐
戸
は
、
桟
で
区
画
さ
れ
た
格ご

う

間ま

い
っ

ぱ
い
に
花
木
の
浮
き
彫
り
を
、
両
脇
壁
に
も
扉
よ
り
少
し
立
体
的

な
丸
彫
り
の
花
木
を
飾
っ
て
い
ま
す
。
浮
き
彫
り
を
施
し
た
桟
唐

戸
は
、
桃
山
建
築
を
思
わ
せ
ま
す
。
壁
面
の
彫
刻
は
、
背
面
が

天
あ
ま
の

岩い
わ

戸と

開
び
ら
き

、
左
側
面
が
素
戔
嗚
尊

す
さ
の
お
の
み
こ
と

の
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
、

右
側
面
が
源

み
な
も
と
の

頼よ
り

政ま
さ

の
ヌ
エ
退
治
で
、
い
ず
れ
も
登
場
人
物
の
性

格
を
よ
く
表
し
、
動
き
に
富
み
、
神
話
・
説
話
の
名
場
面
を
表
現

し
て
い
ま
す
。
左
脇
障
子
の
彫
刻
は
、
獅し

子し

の
子
落
と
し
、
右
脇

障
子
は
唐
獅
子
と
牡ぼ

丹た
ん

で
、
縁
の
下
な
ど
に
も
獅
子
・
麒き

麟り
ん

な
ど

の
霊
獣
の
彫
刻
が
透
き
間
な
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
本
殿
正
面
の

木
階
裏
の
目
に
付
き
に
く
い
わ
ず
か
な
所
に
も
、
今
に
も
飛
び
出

し
そ
う
な
虎
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

基
壇
側
面
に
慶け

い

応お
う

四
年
（
一
八

六
八
）
の
年
紀
が
あ
り
、
本
殿
の

造
営
も
こ
の
こ
ろ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
残
念
な
が
ら
大
工
名
・
彫
工

名
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
川
越
を
代
表
す
る
江
戸
彫
の

本
殿
と
い
え
ま
す
。

広報川越は再生紙を使用しています

歴
史
を
今
に
伝
え
て
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大お
お

袋
ふ
く
ろ

白し
ら

髭ひ
げ

神
社
本
殿

２月７日・８日に、碩日本広報協

会が主催する横浜セミナーに行って

きました。全国から広報担当者およ

そ200人が集い、見出しの作り方や

広報にかかわる法令などの講義を受

けました。市町村の数だけ広報紙は

あり、同じ内容でも記事の扱い方か

ら表現の方法まで実にさまざま。共

通しているのは、行政からのお知ら

せを多くの方に読んでもらうための

くふうをしていることです。ほかの

市町村の広報も参考に、市民の皆さ

んに伝わりやすい「広報川越」を作

りたいと考えています$２月９日か

ら10日にかけて、市内で３度目の

積雪になりました。雪が降っている

間はスギの花粉が飛ばないので、花

粉症の私は少しうれしくなります。

でも、寒いのはやっぱり苦手。暦の

上だけでなく、暖かい春が待ち遠し

くなってきました。(YA)

広報川越 1169 ■発行日／平成20年２月25日（毎月10日・25日発行）
■発　行／川越市　〒350－8601埼玉県川越市元町１丁目３－１・℡049－224－8811（代表）
■編　集／広報室　℡049－224－5495（直通）・FAX049－225－2171
■印　刷／㈲新広社

編集後記

川越市
かわ　ごえ　　し　

 フィリピン

フィリピン／得
たか

橋
はし

エステレリアさん

首
しゅ

都
と

のマニラから北
きた

へ車
くるま

で６時
じ

間
かん

、サン・フェルナンド

が私
わたし

のふるさとです。水
すい

田
でん

が多
おお

く、米
こめ

作
づく

りが盛
さか

んな所
ところ

です。

また、タバコの葉
は

も栽
さい

培
ばい

されていて、子
こ

どものころ近
きん

所
じょ

に、

たばこの工
こう

場
じょう

があったことを覚
おぼ

えています。

日
にっ

本
ぽん

に来
き

て22年
ねん

たちました。川
かわ

越
ごえ

に住
す

んでまだ２年
ねん

ほ

どですが、住
す

む前
まえ

から仕
し

事
ごと

の関
かん

係
けい

で川
かわ

越
ごえ

には来
き

ていて、

南
みなみ

古
ふる

谷
や

駅
えき

周
しゅう

辺
へん

が変
か

わったことに驚
おどろ

きました。

実
じつ

は、テレビの時
じ

代
だい

劇
げき

が好
す

きなんです。きれいな着
き

物
もの

や

侍
さむらい

が出
で

てくる、日
に

本
ほん

的
てき

なところが好
す

きです。

＊外
がい

国
こく

籍
せき

市
し

民
みん

の皆
みな

さんを対
たい

象
しょう

にした催
もよお

しは13ページ・15
ページ、相

そう

談
だん

は22ページをご覧
らん

ください。

国
こく

際
さい

交
こう

流
りゅう

課
か

・℡224－5506

世
せ

界
かい

の国
くに

から、こんにちは！
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